非平衡系の熱揺らぎ(「非平衡系の統計物理」研究会(その1),研究会報告) by 北原, 和夫
Title非平衡系の熱揺らぎ(「非平衡系の統計物理」研究会(その1),研究会報告)
Author(s)北原, 和夫








































































































































































































L t･k,jL(r)-Tn (6iLe,･kI 6i,･6kL一 言6ik6,･L)ITC6擁
同様にして




























･/d3r;読 /d3r,Di,.(r,rJ,ト品 . kBB ]p({α,･t)
Gi(r)やDt･}･(r,r/)はlα)の汎関数でもある.また,6/6cyi(r)は汎関数微分を表す3.
もし,
/d3r;lS ･ kBGj(r,& ]-0
でかつ､DiJ･(r,r')が行列として正値であれば､FokkeトPlanck方程式が漸近安定性をもつことを示
すことができる.そのためにH関数を導入する.















筈 -一宇/Da(& lGt･(r,P])(lnP一差 )





筈 -写 /DalGi(r,蓋 一等 志 ]















































-- 6ik(普)孟6(r-r'ト 書芸 6(rJ )










芸 --/d3r写 (古志 )G`(r,































































































言誤 -KAi 6(rイ ′), 霊湯 ((覗 - K△,i6(r/-r")･
よって ∂
訂 ee(r,r/,i)-K(AI△')吉Je(r,瑚 +2∇KT2∇′6(r-r')
次のような恒等式が成り立つ｡
2Vf(r)V/6(r-r/)-lAf(r)]6(r-r')-(A+A/)I(r)6(r-rl)
よって ∂
訂 e(r,r',i)-a(A+△')ige(r,r',… △KT2]6(r-r/)
となる｡ここで
gee(r,r′)≡qee(r,r')-CvT26(r-r')
はエネルギー揺らぎの平衡揺らぎからのずれである｡
いま､温度勾配が一定という条件のもとで定常的な揺らぎ相関を求めると､上の式から
(A+△I)ge(r,r′,i)--2cv(∇T)26(r-r′)
となり､非平衡条件 (∇T≠0)によって誘起される長距離相関gee(r-r')が現れる.
よって次のようなシナリオが考えられる｡平衡状態では拡散による空間的相互作用はあらわに出
てこないが､系が非平衡状態に置かれるや否や長距離空間相関が現れるのである｡これが､反応の
不安定化と結合して増幅されると､散逸構造が現れる｡
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